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序章 計画策定にあたって
１．計画策定の背景と目的
（1）背景

本市は、伊
い よ

予灘
なだ

や別
べっ

府
ぷ

湾
わん

を望む海岸線となだらかな山々が囲む豊かな自然環境のなか、
杵
き

築
つき

城の城下町として発展し、多彩な歴史と文化がもたらされてきた。
歴史上価値の高い建造物（以下、歴史的な建造物）も数多く存在する。シンボルとなる杵築

城のほか、城下町には武家屋敷や町家、社寺などが往時の町割りに沿って並び、歴史を今に
伝えている。

さらに、武士や町人の文化、信仰、生活を支える技術などが受け継がれ、屋敷祭りや天神祭
り、祇園祭りといった城下町の営みが続いている。城下は藩政期から受け継がれる水利を活
かした生業が営まれ、御

お

田
た

植
うえ

祭や亥
い

の子行事も続いている。海岸部では入港する船からの
道しるべとして古墳や鳥居、灯台が守られてきた。また、市内では水利への知恵と信仰によっ
て育まれる営み、地域の結びつきを物語るとうや行事など、歴史や伝統を反映した人々の活
動が息づいている。

一方、歴史的な建造物のなかには老朽化が進行しているものが存在し、加えて、少子高齢
化を背景として、伝統を受け継ぐ人々が少なくなり、継承が困難になっている。

「第２次杵築市総合計画」の基本計画では、基本方針のひとつに「豊かな自然と文化を大
切にするまちづくり」を掲げており、歴史・文化遺産の保存と活用の推進が課題となっている。

（2）目的
平成20年（2008）11月4日に、「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（平

成20年法律第40号）」（以下、歴史まちづくり法）が施行された。
「歴史的風致」とは、「地域におけるその固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動とそ

の活動が行われる歴史上価値の高い建造物及びその周辺の市街地とが一体となって形成し
てきた良好な市街地の環境」（歴史まちづくり法第
１条）と定義されている。

歴史まちづくり法に基づく歴史的風致維持向上
計画を策定することで、文部科学省（文化庁）、農
林水産省、国土交通省の支援を受け、「歴史的風
致」の維持向上を図っていくことが可能である。

本計画は、歴史まちづくり法に基づく「杵築市歴
史的風致維持向上計画」であり、本計画を策定す
ることで、本市に受け継がれる歴史的風致の維持及
び向上に必要な取組みを実施し、歴史や文化を大
切にするまちづくりの推進を図ることを目的とする。

歴史上重要な建造物及び市街地と
人々の営みが一体となって形成された

良好な市街地の環境

歴史上価値の
高い建造物
及びその周辺
の市街地

歴史と伝統を
反映した
人々の営み、
生活、活動

歴史的風致

図　歴史的風致の概念
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２．計画期間
本計画の期間は、令和３年(2021)～令和12年(2030)の10年間とする。

３．計画の策定体制
本計画は、杵築市企画財政課と文化・スポーツ振興課を事務局として、商工観光課、農林

水産課などの関係各課と担当者会議を行い、素案を作成した。
また、歴史まちづくり法第11条に基づく法定協議会として、「杵築市歴史的風致維持向上計

画検討協議会」を組織し、計画の検討や合意形成を行った。
パブリックコメントの実施による市民意見の収集や、都市計画審議会や文化財調査委員会

等への報告を行い、計画を決定した。

杵築市歴史的風致維持向上計画検討協議会

・学識経験者　・関係団体　・関係行政機関

企画財政課
文化・スポーツ振興課

担当者会議事務局

市民
（パブリックコメント）

都市計画審議会
文化財調査委員会

市長（計画の決定）

主務大臣（文部科学省・農林水産省・国土交通省）

提案 意見

意見募集 意見 報告 意見

商工観光課
農林水産課

協働のまちづくり課など

計画案の報告

認定申請 認定

連携協力

杵築市

伝統的建造物群保存地区保存審議会

図　歴史的風致維持向上計画の策定体制
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　　　　表　協議会　委員一覧

種別 氏名 所属・役職等 専門分野

学
識
経
験
者

　○段上　達雄 別府大学文学部史学・文化財学科　教授 民俗学

近藤　正一 日本文理大学工学部建築学科　教授 建築

加藤　悠希 九州大学大学院芸術工学研究院　准教授 建築

関
係
団
体

神田    收 杵築市文化財調査委員会委員長

有田　頼正 杵築市城下町地区まち並みづくり建築審査会会長

岡本　晃治 一般社団法人杵築市観光協会事務総括責任者

関
係
行
政
機
関

樋口　尚弘 国土交通省大分河川国道事務所長

岡本　文雄 大分県土木建築部都市・まちづくり推進課長

木下　敬一 大分県教育庁文化課長

　◎興田　信一 杵築市副市長

◎：会長　○：副会長
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４．計画策定の経緯
以下の経緯で計画の策定に至った。

　　　　表　計画策定の経緯
実施年月日 主な検討内容

令
和
元
年
度

９月27日 担当者会議
歴史的風致維持向上計画の概要、
序章から第２章の検討

令
和
２
年
度

６月10日 課長会議 歴史的風致維持向上計画の概要、
第３章から第６章の検討

６月10日、12日、
15日、16日 関係課協議 歴史的風致維持向上計画の概要、

第３章から第６章の検討

６月18日 市長協議 重点区域の範囲検討、協議会委員検討

７月３日 事務局内協議 協議会委員検討

７月９日、20日、
22日

協議会委員候補者
との協議 歴史的風致維持向上計画の概要説明、協議会委員依頼

９月14日 法定協議会協議 歴史的風致維持向上計画検討協議会（第1回）を開催。
序章から2章までの検討

10月30日 法定協議会協議 歴史的風致維持向上計画検討協議会（第2回）を開催。
2章訂正内容の報告、3章から５章の検討

12月18日 市議会報告 歴史的風致維持向上計画の概要を報告

12月23日 文化財調査委員会報告 歴史的風致維持向上計画の概要を報告

12月23日 法定協議会協議 歴史的風致維持向上計画検討協議会（第3回）を開催。
2章訂正内容の報告、５章から８章の検討

１月５日～
１月29日 パブリックコメント 歴史的風致維持向上計画への市民意見の募集

２月15日 伝統的建造物群保存地区
保存審議会広告 歴史的風致維持向上計画の概要を報告

２月15日 法定協議会協議
歴史的風致維持向上計画検討協議会（第４回）を開催。
計画書内容の最終確認

２月19日 都市計画審議会報告 歴史的風致維持向上計画の概要を報告

２月19日 認定申請

認定




